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教育理念
　新潟県内の保健・医療・福祉施設や地域において活躍する看護師を養成することを責務としている。
豊かな人間性を基盤とした看護実践力を有した新潟県に貢献する人材を育成する。

教育目的
　豊かな人間性と看護に関する幅広い能力を持った看護の実践者として、新潟県内の保健・医療・福祉
施設や地域において活躍できる人材を育成することを目的とする。

教育目標
１　一人ひとりの人間を、尊厳及び権利を有した存在として理解する。
２　人間を身体的、心理的、社会的、文化的に統合された存在として幅広く理解する。
３　信頼関係を基盤とした関係性を築くためのコミュニケーション能力を身につける。
４　人々の多様な価値観を受容し、専門職業人としての共感的態度及び倫理に基づいた看護を実践する
基礎的能力を身につける。

５　人々の健康の保持・増進、疾病の予防及び回復に向けた看護をその状態や変化に応じて実践する。
６　保健・医療・福祉システムにおける自らの役割と多職種の役割を理解し、連携・協働しながら、多
様な場で生活する人々への看護の必要性を理解する。

７　専門職業人として探求し、看護の質の向上に努める必要性を理解する。

アドミッション・ポリシー≪本校が求める人材≫
●　人に関心を持ち、コミュニケーション能力に優れている人
●　人間として成長したいという意欲を持ち、自ら学ぶことのできる人
●　多様な人々を尊重し、協働しながら物事を成し遂げることのできる人
●　新潟県において、看護師として保健・医療・福祉の分野で貢献したい人

昭和３２年　７月 「新潟県立三条高等看護学院」として発足
　　　　　　９月 開校　第１期生１０人　入学
昭和３３年　１月 看護婦２年課程（学年定員１５人）の指定を受ける
昭和３５年　９月 県立新発田病院に全学生が移転
昭和３６年　６月 「県立新発田病院附属高等看護学院」と校名変更し教育を引き継ぐ
昭和３７年　９月 学年定員を２５人に変更
昭和５０年１２月 看護婦３年課程（学年定員４５人）として承認
昭和５２年　３月 看護婦２年課程１９期生２４人卒業　卒業生総数４１２人
 専修学校としての認可を受け「県立新発田病院附属看護専門学校」と校名変更
平成１８年１１月 新校舎に移転
平成１９年　４月 １学年定員４０人に変更
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豊かな人間性を基盤とした
看護実践力を有した人材を育成します

充実した実習施設

高い合格率を誇る国家試験
　１年次から確実な看護の基礎力の修得を目指します。
３年次の実習では国家試験対策と実習をリンクさせた教育
を取り入れ、個々の学生の状況に応じた学習支援を行って
います。国家試験合格を目指し、サポートします。

　新潟県立新発田病院は、災害拠点病院、地域医療
支援病院、地域周産期母子医療センター、精神科救
急医療機関、救命救急センター等の施設認定を受けて
います。
　多くの病院スタッフによる授業で高度な専門知識と
最新の医療を学び、実践的な知識や技術を身につける
ことができます。
　母体病院である県立新発田病院でほとんどの実習を
行うことができ、多様な体験を通して、教科書からで
は得られない知識と技術に触れることができます。
　また、自治会活動やサークル活動を通して、病院と
の交流も盛んに行われています。

新潟県立新発田病院
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カリキュラム

1年次
看護の基礎を学びながら

コミュニケーション能力を磨く

2 年次
看護に必要な

知識・技術・態度を学ぶ

3 年次
様々な対象に応じた看護を
提供するための理解を深める

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

科学的思考の基盤
　／4 単位（105時間）
● 看護のための物理学
● 生物と生命　● 論理的思考
● 情報科学

人間と生活、社会の理解
　／8単位（180 時間）
● 人間生成論　● 人間関係論
● 社会学　● 地域と社会
● 地域とふれあい学習
● 心理学　● 英語　● 保健体育

人体の構造と機能
　／5単位（150 時間）
● 解剖生理学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
● 生化学

疾病の成り立ちと回復の促進
　／9単位（210 時間）
● 栄養学　● 病理学
● 病態学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
● 薬理学　● 微生物学
● リハビリテーションと看護

疾病の成り立ちと回復の促進
　／2単位（60 時間）
● 病態学Ⅳ、Ⅴ

健康支援と社会保障制度
　／6単位（90 時間）
● 医療と法
● 公衆衛生学
● 社会福祉論
● 医療と倫理

基礎看護学
　／9単位（270 時間）
● 看護学概論　● 看護過程
● 共通基本技術　
● ヘルスアセスメント
● 生活の援助技術Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ
● 診療の補助技術Ⅰ.Ⅱ

基礎看護学
　／3単位（75時間）
● 臨床判断
● 臨床看護総論
● 臨床看護の実践Ⅰ

看護の統合と実践
　／2単位（60 時間）
● 看護研究
● 臨床看護の実践Ⅱ

科学的思考の基盤
　／1単位（15時間）
● 看護情報学

人間と生活、社会の理解
　／1単位（15時間）
● 法学

新発田病院看護師による
心電図の授業
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成人看護学
　／1単位（30 時間）
● 成人看護学概論

老年看護学
　／1単位（30 時間）
● 老年看護学概論

小児看護学
　／1単位（30 時間）
● 小児看護学概論

精神看護学
　／1単位（30 時間）
● 精神看護学概論

臨地実習
　／1単位（35時間）
● 基礎看護学実習Ⅰ

40 単位（1070 時間） 44 単位（1075時間） 19単位（655時間）

地域・在宅看護論
　／6単位（135時間）
● 地域在宅看護概論
● 地域・在宅看護Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ

成人看護学
　／5単位（120 時間）
● 成人看護学Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ

老年看護学
　／3単位（75時間）
● 老年看護学Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ

小児看護学
　／3単位（75時間）
● 小児看護学Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ

母性看護学
　／4 単位（105時間）
● 母性看護学概論
● 母性看護学Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ

精神看護学
　／3単位（75時間）
● 精神看護学Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ

看護の統合と実践
　／2単位（60 時間）
● 看護管理と医療安全
● 災害看護と国際看護

臨地実習
　／5単位（175時間）
● 基礎看護学実習Ⅱ・Ⅲ
● 成人・老年看護学実習Ⅰ

臨地実習
　／17単位（595 時間）
● 地域・在宅看護論実習
● 成人・老年看護学実習Ⅱ・Ⅲ
● 老年看護学実習
● 小児看護学実習
● 母性看護学実習
● 精神看護学実習
● 統合実習

専
門
分
野

履修
時間
合計

1年次 2年次 3 年次

看護技術演習

実習カンファレンス
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年間スケジュール

1年次

2年次

3 年次

4

7
8
9

12

1

3

4

5

7
8
9

10

12
1
2

3

4

7
8
9

11

12

2

3

入学式
授業、演習

7月下旬～9月上旬　夏期休業

12月下旬～1月上旬　冬期休業

終業式
3月下旬～4月上旬　　年度末休業

始業式
授業、演習

継灯式

7月下旬～9月上旬　夏期休業

12月下旬～1月上旬　冬期休業

終業式
3月下旬～4月上旬　　年度末休業

始業式
授業、実習

7月下旬～9月上旬　夏期休業

ケースレポート発表会
12月下旬～1月上旬　冬期休業

看護師国家試験

卒業式

国家試験サポート

模擬試験

模擬試験

模擬試験

領域別実習での
確実な知識の修得

模擬試験
(８回程度 )

教員による
定期的な学習支援

12月　基礎看護学実習Ⅰ

7月　基礎看護学実習Ⅱ

10月　基礎看護学実習Ⅲ

1～2月　成人・老年看護学実習Ⅰ

4月～10月　領域別実習

11月　統合実習

清潔の技術演習清潔の技術演習

隣接病院の
クリスマスの飾りつけ

隣接病院の
クリスマスの飾りつけ

継灯式継灯式

授業風景授業風景

DMAT 看護師による
災害看護の授業

DMAT 看護師による
災害看護の授業

授業でのグループワーク授業でのグループワーク



7

施設紹介

4階 情報処理室 図書室 調理室

3階 教　室 演習室

5階 看護実習室 在宅実習室 講　堂

2階 ラウンジ 新発田病院との連絡通路



・新潟県奨学金
・新潟県看護職員臨時修学資金
・市町村等の奨学金
詳細はホームページをご確認ください。

奨
学
金
制
度

形

色

駅前公園

駅前公園

救急外来入口▲

正面入口

バス停

西側入口

PET/CT棟

看護専門学校

案内図

交通アクセス

〒957-8588
新潟県新発田市本町1丁目2番 8号
TEL:0254-22-2214
FAX：0254-22-3573     
http://www.shibata-ns.jp/

新潟県立新発田病院
附属看護専門学校

新潟県立新発田病院附属看護専門学校　校旗・校章

　校旗・校章は、昭和５１年 看護婦３年課程の教育課程を開始した後、専修学校としての認可を受け「新潟県
立新発田病院附属看護専門学校」として校名変更した際に、当時在籍していた学生からデザインを募り作成さ
れました。

　校章は、ユニホーム着用時に名札と共に「バッジ」として
身につけられてきました。しかし、患者さんへの安全面の配
慮等に伴い、５０期生からは名札に印刷することになりまし
た。以降、「バッジ」の使用を廃止しています。

「 N 」 ：新潟県　Nｉｉｇａｔａの「N」
「 N 」 ：看護師　Ｎｕｒｓｅの「N」
「 S  」 ：新発田　Sｈｉｂａｔａの「S」
「 青 」 ：日本海の海の色
「 白 」 ：学生のユニホームである白衣の色

３本の横線は、１年生から３年生までの看護の学びを示しています
看護の学びが深まることを、水色から濃紺となる青い色で表現しています

第四北越
銀行

村上瀬波温泉I.C村上瀬波温泉I.C

県立新発田病院附属
看護専門学校

県立新発田病院附属
看護専門学校
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